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北陸道の和同開珎
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北陸道は小路とされ、駅家は近江国内の 4 駅を含め 44 駅を数える。『延喜式』主計上に記された
平安京までの行程は、若狭国：上 3日・下 2日、越前国：上 7日・下 4日（海路 6日）、加賀国：上
12日・下 6日（海路 8日）、能登国：上 18日・下 9日（海路 27日）、越中国：上 17日・下 9日（海
路 27日）、越後国：上 34 日・下 17日（海路 36日）、佐渡国：上 34 日・下 17日（海路 49日）と規
定され、平城京まではさらに 1日を要した。
北陸道出土の和同開珎は 987枚に及び、2枚の銀銭が含まれる。出土遺跡は若狭国 1遺跡、越前
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まず㉘の加茂遺跡であるが、遺跡は河北潟の北東岸にあり、新旧 2 時期の北陸道が約 70mにわ
たって発掘されている。北陸道の西側溝を起点に幅 3〜6mの大溝が西方に向かって開削されてお
り、河北潟の舟橋フコと北陸道を結ぶ運河と推定されている。北陸道の周囲からは 40棟を超える



























































寺院である宮地廃寺があり、その南 1 kmの⑪宮地火葬墓遺跡からは、和同開珎 13 枚を納めた蔵骨
器とみられる土師器甕が発見されている。
手取川扇状地に立地する⑰宮丸遺跡は、北陸道の推定ルートに近く、小面積の調査ながら銭貨 13













































































































図 加賀の港津関連遺跡と荘園遺跡（松原 2005 をも
とに作図。●は和同開珎出土遺跡)
（818）に東大寺に施入されたことが知られる。安原川と中屋川を東西に結ぶように開削された運河










れている。SX01 には和同開珎 4 枚、萬年通寳 4 枚、神功開寳 8枚、銭種不明銭 1枚が、SX02 には









遺構は 12基で、出土銭貨は総数 77枚（和同開珎 9枚、萬年通寳 14 枚、神功開寳 34 枚、富壽神寳 12






られ、9世紀後半から 10世紀初頭に営まれた建物群の一角から和同開珎 4 枚、萬年通寳 22枚、神功





































































北陸道の養銭木簡は越中国の 3 例が知られているが、内容が明らかな 2例は能登地域（天平 13年
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北陸道西近江路と和同開珎 以上の北陸道諸国の他に、近江国の 4 駅が北陸道に属している。北陸
道の初駅は琵琶湖西岸の穴多（太）駅で、それに続く和爾駅、三尾駅、鞆結駅を通過し、愛発関を
越えて越前の敦賀に至る。
















































































































た。このため延暦 17 年（798）には蓄銭の禁止と正税による蓄銭の回収が命じられ、延暦 19 年（800）
には献銭叙位が禁止されることになった。
一方、延暦 15 年（796）の隆平永寳の発行時には、延暦 20 年（801）に旧銭（奈良時代三銭）の使
用を停止することが予告された。このことは旧銭の貯蓄者に大きな動揺を与えたに違いない。結
局、旧銭の停止は大同 2 年（807）まで延期され、翌大同 3年に再び「新旧列用」とされたが（森
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